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（お大尽）
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馬頭観音

馬頭観音

味岡市民ｾﾝﾀｰ

御殿跡

（名古屋城清水御門より四里）

神明社

大正4年近くの畑より県下

平安末期の木造大日如来座像
岸田家

代官所の東に位置し脇本陣であった。

建築年代は不明だが弘化3年（1846)と安政3年
改築の記録あり。
荒目の平格子、親子付き出格子、
屋根神の祠は建築期の遺構をとどめている。

戒蔵院前の道標
南 ：名古屋、西： 一の宮つしま清須 東： 木曽海道犬山

寛政十戌午年 十一月吉日

信長の築いた当時（永録6年）街の中心は小牧山

街道を開くにあたり街の中心を東に移した。

樹齢400年

小牧・長久手の戦いのとき
秀吉方稲葉一鉄の陣地となる 、奇祭で有名

若草町

御嶽山開祖

小牧合戦田中砦趾

田県神社

点線街道の道すじ

城下あたり、元和９年(1623)藩主義直が

墓地

外山神社

戒蔵院門、道標

秦野家

西林寺

西町の稲荷堂

県指定天然記念物

街道筋

八幡神社

宿内街道沿いに幾つかの屋根神さま

残る

蟹清水跡

最古の銅鐸出土

尾張徳川家の菩提寺建中寺
(名古屋市東区）霊廟を移築。

八幡神社

境内に南外山城址碑
堀尾孫助の居城。

妙楽寺
石造の宝塔

熊野神社久保山砦
（丹羽長秀陣跡）

長久手合戦後秀吉ここで
指揮をとる 。

熊野神社

小牧市内神社50余あるも熊野神社
ここ岩崎、久保山、小松寺に3社

三ｯ山古墳群

秀吉側堀長政、蒲生氏郷
ら陣を張る。

杲洞寺

大荒田命の姫、玉姫命は尾張の建稲種命に
嫁ぐ が建稲種命東征の帰途駿河の沖で
事故死したのでこの地に戻る。

（祭神　御歳神、玉姫命）

（伊邪那岐命伊邪那美命）

この地に移り住んだ平家落ち武者
達が熊野（玉置神社）を偲んで建てた？。

御殿跡
義直が鷹狩、小牧巡遊の
泊り､休所として建てる。
庭内に蟹清水があたという。
天明2年（1782)陣屋（代官所）
が置かれる 。

本陣跡

西行(1118-90)

西行が東へ下ったのは29歳前後
次には69歳頃。この地に寄ったのか

春日寺に伯父の恭安が和尚として
たという話もあるなど西行の
足跡が色濃く残る。

定かでないが、この辺り西行堂跡、

の自彫と伝えられる像が残る。

西行の墓、河内国、弘川寺。

句碑、また近くの本光寺には西行

西林寺

街は南から、下町、中町、本町、横町、
上之町と続いた。本陣１、江崎家、
脇本陣１、岸田家、問屋１鈴木家。
旅籠：7軒(宝暦年間(1751-63)）。

名古屋城築城の際、ここの石が石垣に使われる 。

西源寺

玉林寺

山門は名古屋東区の建中寺の御霊屋
唐門を移築、薬医門、総欅。

渡辺錠太郎の像。（2.26事件）
戒蔵院
鎌倉時代　十一面観音像

道標

境内に陸軍教育総監

岩崎山への道標、馬頭観音
ＪＡの北道筋に移動される 。

筋違い橋

新木津用水

里村紹巴の碑
”あさ戸あけの　麓は柳　さくら哉”

甲子大黒天石 碑

小向橋

築城時期不詳。

南外山城主堀尾孫助の母が合戦に
赴いた我が子の安否を気遣って
毎日この橋まで迎えにきたので
子向橋 といわれたいう。。

馬頭観音・馬塚之跡

小牧城址

標高８６ｍ小牧山

永禄6年(1563)織田信長は清須より小牧に
拠点を移し、城を築く。(石垣、城下町）
4年後の永禄10年（1567)岐阜に移る。
天正12年(1584)小牧長久手の戦いの時
徳川家康の陣所となる。

昭和2年徳川家より

国に寄付される 。

太閤山とも言われる 。

（玉林寺境内）

この句で信長不機嫌となる 。

清須道

昭和2年天皇、陸軍大演習
御統監される 。

 


